
 

 

 

 

 

 

Ｗｅｂ会議を始めとする県庁

のデジタル化について 

田中議員質問要旨 

新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため

に、県としてＷｅｂ会議を始めとする県庁のデジタ

ル化を積極的に進める必要があると考えるがどう

か。 

 

（村井副知事答弁） 

現在のコロナ禍の中、知事も、ここ数ヵ月の間、全

国知事会議など多くのＷｅｂ会議に参加をしており

ます。また、海外の地方政府首長とも会議をされてお

ります。対面でなくても意思疎通を図ることが可能で

あり、Ｗｅｂ会議の便利さを知事も我々も充分に実感

しているところであります。 

県職員も対外的な会議などでＷｅｂ会議を積極的

に活用しています。会議における拘束時間並びに移動

時間の短縮、準備の負担軽減など、業務効率化にもか

なり役立っているものと考えております。 

こうした取組も含め、県庁業務のデジタル化につい

ては、行政手続のオンライン化やマイナンバーカード

の活用による申請書類の縮減、ＡＩ等を活用した業務

の効率化、先程もご質問のありましたテレワークをは

じめとする多様で柔軟な働き方など、時代に即した取

組を積極的に進めていきたいと考えております。 

このための最適なＩＣＴ環境の整備を進め、併せて、 

県職員のスキル向上に取り組んでまいります。 

もとより、県の業務にとどまらず、県民生活・社会

経済活動全般にデジタル技術を浸透させ、県民生活の

質の向上を図れるよう、地域のデジタル化に向けた研

究も開始しているところであります。 

国においても、社会全体のデジタル化が喫緊の課題

であるとして、「骨太の方針２０２０」などにおいて、

デジタル化に集中的に取り組むことになっておりま

す。  

本県としては、こうした国の動向も注視し、国の打ち 

 

 

 

 

 

 

出す新たな

デジタル化

に向けた施

策に時機を

逃さず対応

できるよう、この地域デジタル化の取組を加速してま

いりたいと考えています。 

＜田中議員自席より＞ 

デジタル化に関しては、マイナンバーとの連結を 

含めて、議論をすると１日あっても尽きないほど、問

題がたくさんあると思うので、是非とも積極的な取

組をお願いしたい。 

 奈良県森林環境税について 

田中議員質問要旨 

今年度で最終年度となる奈良県森林環境税につい

て、来年度以降も継続すべきと考えるが、現時点での

検討状況を伺いたい。 

（総務部長答弁） 

奈良県森林環境税は、

森林の持つ公益的機能

である、県土の保全、災

害の防止、自然環境の保

全、水源のかん養等の機

能を恒久的に維持する

ため、県民の皆様の理解と協力の下、平成１８年度か

ら課税をさせていただいております。具体的には、県

民税均等割の税率の特例として、個人には年額５００

円、法人には均等割額の５％相当額をご負担いただい

ています。 

この税は、これまで５年ごとに延長、見直しを行い

つつ、施業放置林の整備、里山づくりの推進、森林環

境教育の推進、森林生態系の保全の４事業分野への財

源として有効に活用させていただいています。 

一方で、森林を取り巻く環境には、議員お述べのよ

うに、施業放置林が依然として多く存在するなど、

様々な課題があります。このことから、県においては、

今年３月に「奈良県森林環境の維持向上により森林と

人との恒久的な共生を図る条例」を制定し、これに基

づき、今年度から新たな森林環境管理制度を開始した

ところです。この制度の下、施業放置林の恒続林・自

然林への誘導や、森林環境管理を実践する人材「フォ

レスター」を養成する、フォレスターアカデミーの設

置などにより、森林環境の維持向上を目指していると

ころです。 

今年度末で現行の課税期間が終了することから、有

識者で構成される奈良県税制調査会において、これま

での森林環境税の活用実績や期間延長、使途の見直し

等について議論を重ねていただき、今後のフォレスタ

ー養成への充当などについても、前向きなご意見をい

ただいております。９月２日、使途や税率、期間など

について、県から同調査会に諮問したところです。年 

末までに答申をいただき、この答申を踏まえ、水循環・ 

 

 

 

 

 

 

森林・景観環境部と協力して、森林環境税の継続に向

け、準備作業をすすめてまいりたいと考えています。 

 

宇陀市室生大野向渕地区の農

道整備について 

田中議員質問要旨 

宇陀市大野向渕地区の農道整備について、進捗状

況と今後の見通しを伺いたい。 

（食と農の振興部長答弁） 

宇陀市大野向渕地

区の農道は、地域の

農作業の効率化や農

産物の流通改善だけ

でなく、生活道路と

しても利用するため

に、平成９年度から

全長３，３９０ｍに

ついて、向渕地内の

１期地区と、向渕から大野、三本松にかけての２期地

区の、２つに分けて整備を進めております。 

議員お述べのとおり、１期地区１，１４０ｍは、平

成２１年度に供用を開始しており、現在、２期地区２，

２５０ｍにおいて用地買収と並行して、工事を行って

おり、現在約６割の進捗となっているところです。 

用地買収を進めるにあたり、法務局備え付けの地図

と現況が一致しない箇所が多数あり、地図訂正作業に

時間を要しておりましたが、昨年度、相続登記等も含

め、作業が完了いたしました。 

 今年度は、地図訂正を行った用地の測量作業を行う

とともに、鋭意、用地買収を進めているところです。 

引き続き、令和６年度の完成を目指し、地元のご協

力をいただきながら、用地買収と工事を進めてまいり

ます。 

 宇陀地域の道路整備について 

田中議員質問要旨 

県道吉野室生寺針線の道路整備について、現在の

取組状況や今後の見通しを伺いたい。 

（答弁は裏面に記載） 
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（県土マネジメント部長答弁） 

県道吉野室生寺針線は吉野町を起点とし、東吉野

村、宇陀市を経て、奈良市針町に至る主要地方道でご

ざいます。 

宇陀市内の国道３６９号

の分岐から室生寺付近ま

での約６．７ｋｍの区間

は、幅員狭小でかつ見通

しも悪く、安全で円滑な

通行が出来ない状況でご

ざいます。地元の自治会

長等からも改良要望が出

されているところでござ

います。 

当該区間につきましては、６つの工区を設定し、通

行する車両が容易にすれ違いできる幅員への拡幅と

待避所設置などを合わせた、いわゆる１．５車線的整

備を進めているところでございます。 

６つの工区のうち、線形が最も悪く、幅員狭小部が

ある室生田口元上田口の延長８４０ｍ区間を最優先

に取り組んでいるところでございます。平成２８年度

から用地買収に、平成３０年度から工事に着手してお

りまして、本年１０月に１３０ｍの部分供用を行う予

定でございます。 

また、その南側の辰尾橋付近の工区につきましては

今年度、設計に、北側の血原橋付近の工区では、測量

に着手することになっています。 

今後も地権者や関係者のみなさまのご協力を得な

がら、事業進捗に向けて取り組んで参りたいと考えて

おります。 

 宇陀地域の河川管理について 

田中議員質問要旨 

 中山間地域を抱える宇陀土木事務所管内の河川の

堆積土砂撤去について、今後どのように取り組んで

いくのか。 

（県土マネジメント部長答弁） 

近年、林業の衰退等もございまして、森林の荒廃が

進み、河川への土砂の流出が進んでいるところです。 

堆積土砂の撤去につきましては、県内各地域の方々か

ら様々な要望をいただいておりまして、水害を未然に

防止するという防災・減災の観点から、増水時に水の

流れを阻害することがないよう取り組んでいるとこ

ろです。 

奈良県におきましては、堆積土砂の撤去について、

まず、堤防のある河川や人家連担地など、水防上重要

な河川については、河川断面の概ね１割以上を阻害し

ている区間で実施しています。 

 その他の小規模な河川においては、上・下流に比べ

て土砂が多く堆積し、水の流れが阻害され、被害が生

じるおそれのある区間で実施しています。 

議員お述べの、宇陀土木事務所管内の河川につきま

しても、このような考えに従って堆積土砂を撤去して

おり、人家の連担地を流れ、水防上重要な河川であり

ます宇陀川や芳

野川では、昨年度

に引き続き、今年

度も土砂撤去を

予定していると

ころです。 

 また、山粕川や菅野川 などの上流域の河川につき

ましては、川の湾曲部や固定堰など局所的に堆積が著

しい箇所におきまして、災害が発生しないよう、また

自然環境にも配慮して、土砂撤去を実施いたします。 

近年、全国各地で発生している台風や豪雨による被

害を念頭におきまして、防災・減災の観点から、それ

ぞれの河川ごとに、周辺状況も考慮しながら、堆積土

砂の撤去を適切に進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 

本会議場での各議員の質問が行われた後、提出され

た各議案は担当委員会と予算審査特別委員会に付託

されました。 

田中ただみつ議員は、予算審査特別委員となり、今

回のコロナ対策関係の多い補正予算の審査に参画し

ました。 

予算委員会の審議は、各部局を順次質問するなどし

て県政全般にわたって審議し、県政の方向を確認ある

いは疑問をただしていきます。田中ただみつ議員は、

今計画が進められようとする駐在所を交番所に切り

替えていこうとする動きについて、山間部での治安を

守る意味から駐在所の存在は心強いものがあり交番

所に切り替えることには困難だ。慎重にされることを

望む旨の訴えかけをしました。 

また道路の危険個所への信号機設置について、要望

個所の設置推進を要望しました。審議最終日には総括

質問が行われ、知事、副知事、各部長出席のもと、各

委員から多くの質問が出されました。 

荒井知事は、胆嚢炎治療が回復し公務に復帰した。 

予算委員会の総括質問にのぞみ、各委員からの質問に

対応されました。体調が良いようで、答弁には今まで

以上に元気に受け答えをされていました。 

 

田中ただみつ議員からの荒井知事に対しての総括

質問は、デジタル化時代に入って、奈良県の進もうと

している方向付けについての問いかけでした。 

県庁の中においては、機器類の充実が進みセキュリ

ティも徹底されています。また、教育界においても政

府のギガスクール構想によって、各学校現場において

機器類は整えられるようになりました。 

政府においては、デジタル庁を設置し政府の各省庁

の縦割りを廃し、連携、一体化した行政運営に切り替

えられようとしています。 

この発想は、行政運営に大きな変革をもたらすこと

になります。 

そこで、知事にお尋ねします。県庁や地域社会にお

いてもデジタル化がかなり進んできたと思いますが、

それでも未だ十分でないとの国の考えで、行政のデ

ジタル化が進められようとしています。 

国全体の方向性に自治体もベクトルを同じくすると

思うのですが、県としてデジタル化にどのように取

り組まれるのでしょうか。 

                                                                                                                                  

荒井知事からの答弁は、 

地域デジタル化が大切だ。 

勉強会を進めてきた。特に南部東部においてプラッ

トホームを作れないか検討してきた。例えば社会の医

療や福祉の分野で設置する必要があると思って試み

てきた。実証実験を試みるところまで来た。 

通信と操作を一緒にする。医療において県内南部で

は、移動が伴えばコスト高になるが通信で結ぶことで

診療を受けやすくすることができる。移動は経費が高

いが通信は経費が安い。移動に代わって通信で役に立

てないか。壁を打破して、リモートによってサービス

の提供を受けやすくすることができないか。プラット

ホームを南部東部で作っていきたい。 

県庁業務もデジタル化の中で、県庁の仕事が家の中

にいてもできる。また、行政の中で、マイナンバーを

通して給付の効率をたかめることができるか研究を

進めようと考えている。 

追加質問―マイナンバーと健康保険証との関係が

国で取り組まれるようになってきたと思われるが、

このことについての見解は？ 

外国では、命の次に大切なものはマイナンバーだと

の認識が普通になってきている。日本においてもマイ

ナンバーカード一つで、社会生活の中のいろいろなサ

ービスが受けられる時代になる方向だと思う。 

地域社会において地域デジタル化、個人の生活におい

ては生活デジタル化が進めばよいと考えている。 

 編集後記   
本号は、前号の質問に対するそれぞれ担当部長の

答弁と、予算委員会での質疑を掲載させていただき
ました。本会議、予算委員会の様子は、奈良県議会の
ホームページに掲載されています。 

 

県議会議員           ９月議会 

田中ただみつ 一般質問 

補正予算 予算委員会 

知事に質問 

 デジタル化社会 


